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　鶯歌陶瓷博物館

　台北から西へ鉄道で30分ほどゆられると，

陶藝の町，鶯歌に着く。当地の発音では「イ

ンコー」に近い。だから日本では小型の鸚

鵡をインコと呼ぶわけではあるまいが，ま

さか。などとあらぬ連想を逞しくした。町

の北側の丘陵には，町の名前の由来となっ

たと伝えられる鶯歌石という名の岩山があ

る。それが見方によっては鸚鵡だかインコ

だかの頭部によく似ているのだから。日本

で言う鶯（うぐいす）ではない…のだが，そ

のあたりの事情は，一介の旅人には分から

ない。オランダ勢を征伐した鄭成功がこの

地を訪れると，地元の凱達格蘭族は，巨大

な鳥の発する瘴気の危害に苦しんでいた。

鄭成功が弓矢を取ってその怪鳥の喉を射抜

くと，手負いの鳥は山頂へと逃れようとし

たが力尽き，そこで石に化したのだという。

『国姓爺合戦』にそんな逸話が盛られてい

ただろうか，とあやふやな記憶を探るのだ

が，困ったことに，これまた判然としない。

　この鶯歌に，2000年には台湾ではじめて

の陶磁器を専門とする鶯歌陶瓷博物館が開

館した。巨大な吹き抜けのあるガラス張り

の建物に入ると，１階から２階にかけての

常設展示区画では，陶藝の基本的技術の実

物説明から，台湾における陶磁器産業の沿

革，さらには台湾「原住民」(当地ではこの

表記を用いている）の陶器の民俗学的展示，

最後に現代のセラミック産業の展開まで学

習できるように工夫されている。幼児や一

般向けの陶藝教室もあり，庭園も完備する。

展示の一角には窯を再現してその中を体験

できる区画もある。

　折から上階では「2012台湾国際陶藝双年

展」(6月30日-11月4日）が開催されていた。54

カ国から総計651点にのぼる作品が提案さ

れ，そのうち111点が展示のために選出さ

れた，という。台湾のみならず，香港，大

陸，韓国さらには日本そして欧米に至る現

代の陶藝の動向を捉え，国際的な動向を観

察する定点観測としても，まことに適切な

企画だろう。

　台湾国際陶藝双年展・全民評審団評価

　最初に受賞作を一巡して眺めておこう。

詳しくは分からないのだが，審査委員によ

る表決と，一般投票による順位とが並列し

ているようだ。「全民評審団」による一般

投票では，台湾の施宣宇（台湾）の《旋回木

馬-朱墨》が1900票を超える投票を得て，

金賞獲得。《驚奇的水花》で銀賞を得た曾

章成（香港）の1300票とは600票の差がつい

たという。追って銅賞は林善述（台湾）の

《走近異境》とAndrew Livingston (英国)

の《後現代動物》，原題はPost Modern

Animalsだろうが，この両者が僅差で続く

結果だった，という。

　最初にこの順位を並べたのは他でもない。

そもそも現代セラミック作品に評点を与え

るうえで，いかなる基準が立てられている

のか。否，そもそも立てうるのか，という

疑念があるからだ。おおまかにいって，基

準となりうる項目には，意匠の創意，焼成

の技術，釉薬の彩色･発色技法，形態表現，

材質の活用などが挙げられよう。だがそれ

をどのように総合的に組み合わせれば，釣

り合いの取れた評価になるのだろうか。さ
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ろうか。かえって軽薄な印象を与えかねな

いのが，いささか惜しい。読者の皆様のご

感想は，いかがだろうか？　

　一般投票の銅賞を得た林善述の《走近異

境》は，頭でっかちの土人形。数体が同一

色彩の褐色の砂場のうえに佇んでいる。頭

の重さゆえに転倒し，手足を空中にばたつ

かせてもがくものもあり，それを傍らに，

ボールにして転がされているものもある。

八木一夫に，同じような趣向の戯作があっ

たのではなかったかしら？　同じく銅賞を

得たAndrew Livingstonの《後現代動物》

は，技法としては着色した軟質陶器だが，

さまざまな種類の純血品種の犬たちが，色

とりどりの人間の衣装をまとった，きわめ

て写実的な作品で，技術も意匠も穏当な小

品。いかにも英国らしい主題といもえよう

か。ことさら珍奇というほどのこともなく，

むしろすぐさま商品化できそうな完成度か

らは，投票者たちの小市民的趣味が見て取

れる。

　物象・象意・紀象・変象

　専門的見地からの評定では，以下の四つ

の基準によって，それぞれ賞が与えられて

いる。すなわち，

　「物象」Physical manifestation

　「象意」Mental manifestation

　「紀象」Environmental manifestation

　「変象」Existential manifestation

　日本語の語感での漢字の理解と，当てら

れた英語とにはかなりの懸隔が感じられる

が，これら四つの「象」は，この展覧会の

ための造語なのだろうか？　ちなみに，上

でふれた一般投票銀賞の《驚奇的水花》は

「変象」部門で「首賞」に推されており，

《後現代動物》は「紀象」部門で「評審者

推奨」となっている。これにたいして，一

般審査で金賞の《旋回木馬-朱墨》および

もうひとつの銅賞に該当する《走近異境》

は，審査員側からの受賞対象からは外れて

いる。一般の愛好者の好みと専門家の目に

よる評価の落差を，おそらくは，こうした

差異に見定めることができそうだ。

　「物象」Physical manifestationとは材

質の特性を引き出した表現性（追求物件外

観之美）,「象意」Mental manifestationと

は作者の情動あるいは理知的な表現意図

に基づく造形（搾掘内在意念情感) ,「紀象」

Environmental manifestation（叙述記録当

代社会環境）とは制作者ならではの世界観

察の成果，そして「変象」Existential 

manifestation（探討時空的変動与不穏定性）と

は，時間と空間における変貌を探求する意

識，と見てよかろうか。

　この最後の「変象」にこのコンペの特色

が集約されているように見受ける。そして

曾章成の作品は，いわばこのコンセプトに

合致した提案として高く評価された，ある

いはこの評価基準の存在を前提とした提案

　

林善述　Shan-Shu Lin 《走近異境》　

Closer to a Foreign Land　★

Andrew Livingstone 《後現代動物》 

Post Modern Animal　★
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だったことが推測できる。この枠のなかで

は，梁家豪（台湾）の《過渡空間系列》が評

審推奨賞に，また金貞華（大陸）の《無声

無息的変化》が優選となっている。題名か

らも推測できるように，どちらもある一定

の変形規則（前者は朴訥で愉快な形態の順列組み合

わせ，後者は平面を湾曲させる位相幾何学的変換）に

そって形態を展開し複合する操作。それを

時系列にそって直線状に並べることで，形

態上の説得力を得ようとした試みである。

　この基準を立てると，自動的に排斥とま

では言わぬにしても，相対的に不利になる

タイプの造形もあるだろう。ひとつは集積，

密集あるいは複数のオブジェを巧みに配列

することで空間的緊張感を構成しようとす

る類の出品である。だがこれらは，ほかの

三つの部門に吸収あるいは配分されること

で，結果的には挽回を果たしているように

見受けられる。「物象」部門で銀賞を得た

李宗儒（台湾）の《稲草泥枝》は，その名の

とおり，水田に生育する稲を土壌もろとも

切り取った断面図という質感を訴えている。

また「象意」で金賞の小島修の《郷愁・台

湾-01》は，かつて窯を築いていた煉瓦の

断片を思い起こさせる石積みの廃墟のよう

な造形であり，これも題名にあるとおり，

作者の幼少よりの体験を織り込んだ作品で

ある。

　「象意」部門はまた，作者の情念をも含

み，表現意志を汲む作品を要請する。評審

推薦賞を得たRonit Baranga（イスラエル）

の《群》Crowd は，不定形の肌色をした

椀の底に人間の口が歯を剥いているという

代物で，それが26個ほど集積している。目

鼻のない凹形の仮面（マスク）が凝集してい

る雰囲気があり，演出によっては不気味な

悪意の嗤いが作品から木魂してくる予感が

ある。推薦者は審査委員として日本から参

加した中村錦平。そうと判ると受賞も納得

できようか。「紀象」では，銅賞の朴正根

 (韓国)《書本》は，陶性の本の集積。陶の本

となれば，八木一夫のみならず荒木高子の

《聖書》シリーズなど，いくらも先例はあ

ろうが，ここでの新機軸は，本が山積みに

金貞華　Zhen-Hua Jin 《無声無息的変化》 

The Unknown Changes　

小島修 Osamu Kojima　《郷愁・台湾-01》　

Nostalgia　

Ronit Baranga 《群》　Crowd　
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されて，頂上にゆくほど膨れ上がるという

不安定な構成だろうか。

　総じて陳列台のうえに巧みに配置されて，

完結した小宇宙を営むような展示は、いわ

ゆる商品陳列の連想を与える懸念からだろ

うか，大きな賞の対象からは除外されてい

る。だがこれらの展示については，会場の

照明技術の高さを裏書する効果があがって

いた。色彩に頼らない素焼きの造形が，適

切なライティングによって美しい影を落と

し，磁器の肌触りを艶かしく浮き立たせる。

器であることの必然性を敢えて問い直すま

でもなく，存在への信頼といった様相を訴

えるこれらの佳作に，土と轆轤による造形

の原点が問い直される。

　そのかたわらで，他の分野からの借用や，

二次的利用の痕跡が露呈している作品も，

いくつか入賞しているのが，やや気になっ

た。「優選」となった李恵珍（韓国）の《書

画与情緒的回想録》は，題名にも示唆され

ているが，フランシス・ピカビアの絵画作

品，人間の顔の表皮が螺旋状に切り取られ，

ちょうど林檎の皮をくるくると剥くような

具合に解けかかっている状態を描いた作品

を，陶磁で立体的に実現してしまったもの。

見事な技巧だが，絵画の立体への展開とい

う限界を初期条件に背負っている。またこ

れも「象意」での入賞だが，評審推薦賞を

受けたCynthia Siegal（米国）のLilith人物

塑像は，ルネ・マグリットが描いた青空と

雲の肌をした大理石の女性裸体を陶磁で立

体にした趣向。審査団はそれを承知で推薦

しているのだろうが，他分野での先例をい

ささか安易に流用した形跡が拭えない。　

　こうしてみると，素材の可能性と造形的

可塑性に満ちた陶磁あるいはセラミックの

世界は，現実には相容れぬ原則が競合して

乗り入れる混戦地帯であり，審査側もその

なかで，ありうべき判断基準を絞り込めな

い膠着と背中合わせに，評価を模索してい

る風情が見えてくる。陶磁という素材を，

他分野の藝術表現の投射画面に借用するだ

けでは，陶磁を副次的，二次的な代用品の

領分に貶めることになろう。さらにまた西

曹信鉉　Shin-Hyun Cho (Korean) 《線性流動》　

Linear Flow　

李　子　Gi-Za Lee 《白色花　》　

White Flower Harmony　

趙光勲　Kwang-Hun Choe｠《行星》 The Planet   

凡
木
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能，という現実である。

　東亜陶藝術の将来

　こと陶磁器やセラミックの動向報告に関

しては，日本で単独編集が無理ならば，東

アジアでの共同編集の方向を模索すべきで

あろう。もはや旧来の美的領土意識では，

現実への対応は間に合わない。日本に閉じ

た虚構の世界をつくるからこそ，排斥運動

の標的になる。おりからの領土問題など，

国慶節を迎えた台湾ではどこ吹く風という

扱いだった。だが万一排斥が発生し，一時

的にせよ交流が妨げられて困るのは，むし

ろ双方の国に出向している現地職員であり，

現地労働者だろう。優秀な中国人留学生を

取り入れた多国籍企業化への意識改革の努

力が，日本ではなお，あまりに遅れている。

藝術の領分にあっても，日本列島内部では

充分見えてこない光景が，台湾の展覧会で

見えてくることは，疑いない。知的な協力

体制が，あらたな文化創造のためにも，求

められている。その手応えを実感した。

　博物館を後に，鉄道の線路下のガードを

くぐって，山側に登り，夕闇迫る鶯歌の陶

瓷老街を散策した。70軒におよぶ陶瓷店が

連なっていて壮観だが，類別すれば，中国

茶器，水盤や屋外花器といった家庭用の陶

磁器具，日本向けの茶道具，それに日用品

といった四種ほどに，店舗の傾向が大別で

きる。近年では中国本土での喫茶流行にと

もない，大陸から買い付けに来る観光客が

急増しているようだ。窯変が中国では不吉

として忌避されたことは有名だが，中国と

日本の陶磁趣味は，見事なまでに背反する。

だがその対立と拮抗のあいだに立ち，日本

の陶藝から養分を得つつも距離を保ってい

ればこそ，台湾の鶯歌には，窯業の未来に

向けた，あらたな可能性が，なお予測不可

能な姿で潜んでいるように見受けられた。

　

洋の古典彫刻を土の焼き物で置き換えるの

では，いかにも高級藝術への隷属に甘んじ

る結果と映る。むしろ，立体造形のなかの

下位分野としての，青銅，鉄，石材そのほ

かの素材と並んで陶磁を捉えた場合，そう

した並列に陶磁がいかに反発し，抵抗する

のか見定め，そこに表現の契機を見出すだ

けの見極めが，いま一度必要とされている

のではなかろか。「陶藝」という恵まれた

文化的環境による庇護，あるいは制約が日

本には厳として存在するが，それを脱した

野生地帯で，陶磁（≒セラミック・アート）に活

路を拓かせる道を探ることにもなろう。

　と同時に，台湾での陶藝国際展を参観し

て，あらためて抱いた感慨がある。すなわ

ち，いまや大陸中国や台湾地域での催しを

無視していては，アジアの胎動が見えてこ

ない，という現実である。美術館系の出版

に限ってみても，中国語出版物の世界を無

視していては，取り残される。日本列島に

固有の陶藝観に自足することはもはや不可

　
　＊ 展覧会タイトルの英文は，"Ceramic Visions, Taiwan Ceramics Biennale" 

　＊ 同行してご案内下さった，高雄出身の秀才，台湾大学修士の李文聡君に謝意を表する。（23 Oct. 2012）

　＊ キャプション末尾に★印のある図版は本展図録より。ほかは筆者撮影。

　

　

夕刻の鶯歌老街。2012年10月8日（稲賀撮影）
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